
施策名：「クリーンウッド」推進事業のうち
デジタル技術を活用した合法性確認推進事業

分野 農林水産分野での未来技術の活用
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概要目的

詳
細

農林水産省林野庁木材利用課合法伐採木材利用推進班
03-6744-2496

予算
額

令和２年度第３次補正一般会計
60百万円

・流通過程の木材の合法性確認の信頼性、透明性を向上させ、合法伐採木材の流通を促進
・林業・木材産業の現場における省力化、ニーズに応じた生産及び行政の林務部門における業務効率化

特徴・
ポイン
ト

 最新のデジタル技術を活用して流通木材の合法性を確認できるよう、木材流通に係る既存システム運用状況等を整理・分析
 構築する流通木材の合法性確認システムにおける情報連携や管理手法等について検討
 林業・木材産業の現場におけるデジタル技術の理解醸成や活用方法の検討を促進

• 輸出する木材の合法性確認の信頼性、透明性を向上させるため、デジタ
ル技術を活用して流通過程で木材の合法性を効率的に確認するための
仕組みの具体的な検討を行う。

• 我が国の林業・木材産業がデジタル時代に対応し、川上～川下が連携
した合法伐採木材の流通・利用の推進及び国際競争力の強化につなが
る仕組みとする。

① 行政及び民間事業者が使用する森林情報や流通木材等に係
る既存システムの内容や活用状況、既存システムとの連携方策
及びその他検討に必要な情報の調査を行う。

② 合法性確認の効率化の方策を具体化する。
③ 林業・木材産業におけるデジタル技術の導入に向けた体制づくり

等に関する普及啓発ツールの作成及び展示会等への出展等を
実施する。

＜対象事業のイメージ＞

＜期待される効果＞

流通クラウド
【木材関連事業者が活用】

・合法性確認、バイオマス証明
・流通情報
・木材製品価値の見える化

業務効率化、合法伐採木材の流通

森林クラウド
【自治体、森林組合、林業事業体が活用】
・森林計画図、地形図、空中写真
・林地台帳情報
・森林資源DB、地番DB、施業履歴DB、
路網DB

省力化、ニーズに応じた生産

川 上 川 中 川 下 消 費 者

流通過程の木材の合法性確認の信頼性、透明性を向上

データ連携・
拡張・補完

システム
構築

①既存システム等調
査

③普及啓発活動

②システム
基本構想作成
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